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創 刊 の こ と ば
　こころの未来研究センターは、2007年４月の設立から１年半を経た2008年11月、鴨川にかかる荒神橋のた

もとに新築された京都大学稲盛財団記念館に研究の場を移すことになりました。センターのこの新しい門出を記

念して、定期刊行物『こころの未来』を創刊いたします。

　こころとからだ、こころときずな、こころと生き方。この３つの研究領域と、それらをつなぐ融合領域を探求の

フィールドとして、センターに集う研究者は、日々多様な研究プロジェクトに取り組んでいます。この冊子には、

その研究活動から生みだされた成果報告や研究論文、こころをめぐる研究エッセイ、対談など、さまざまな読みも

のが掲載されます。この冊子が今後末永く、こころの未来研究センターとこころに関心をもつ多くの方々とをつな

ぐメディアとして育ってゆくことを期待しつつ、創刊のことばといたします。

こころの未来研究センター長　吉川左紀子

*本誌の刊行にはこころの未来基金から支援を受けました。

編集後記

こころを研究するのはむずかしいけれども、こころについて語り合うのはとても楽し
い。語るうちに話が発展し広がってゆくのも、こころをめぐる対話の特徴かもしれま
せん。学問は人間関係によって支えられている、という松本紘総長、自然科学として
の言語学の可能性を語られた長尾真先生、その楽しそうなお話しぶりまでお伝えでき
ることを願っています。そして充実した論考をお寄せいただいた先生がたに、深謝い
たします。校正刷であることを忘れ、思わず読みふけってしまいました。（吉川）

第２号が年度内に発行できた。創刊号に劣らない充実した内容だ。五木寛之さんの巻
頭言から始まり、現総長、元総長との対談と座談会、研究プロジェクトの紹介、連携す
る研究者の方々からの寄稿、それぞれに読み応えのある内容であると思う。これから
も積極的に国内外・学内外の連携研究者の方々の論考を掲載していきたい。第３号は
2009年９月発行予定。ご期待ください。（鎌田）

表紙をめくったらテレビや雑誌でお見かけする顔が……。読者の皆さまも、今回の巻
頭言の執筆者には驚かされたのではないでしょうか。かくいう私も、編集委員会で案
が出たときには三信七疑でした。鎌田先生の人脈には驚くばかり。６人たどれば世界
とつながると言いますが、この方がいれば３人ほどですみそうです。その五木寛之さ
んはじめ、お忙しい中、ご執筆いただいた皆さまに感謝いたします。（平石）

余裕を持ってスタートしたつもりでも、最後はいつも慌ただしくなり、執筆者の先生
方にまでハードなお願いをさせていただくことも多い。今回も同様だったが、みなさ
ま快く協力してくださったおかげで第２号を刊行することができました。優れた研究
者は人間的魅力に満ちあふれているということを再認識させていただいた松本紘総
長、長尾真元総長をはじめ、お力添えいただいた先生方、関係者の方々に心より感謝
申し上げます。（原）
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